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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次
第32期
第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 21,577,424 17,702,977 37,487,753

経常利益 (千円) 1,613,200 216,954 499,205

親会社株主に帰属する四半期純
利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失(△)

(千円) 280,429 115,487 △832,503

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △1,241,739 4,009,615 △4,105,755

純資産額 (千円) 106,155,149 105,353,815 102,297,730

総資産額 (千円) 134,694,260 132,568,559 127,427,490

１株当たり四半期純利益又は１
株当たり当期純損失(△)

(円) 2.91 1.20 △8.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 75.1 75.7 76.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 8,756,611 6,132,318 10,950,184

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,638,469 △735,848 △12,537,222

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,522,379 △1,385,748 2,362,352

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 20,190,875 22,330,440 18,342,443
 

　

回次
第32期
第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △1.06 △0.68
 

(注)　１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第32期第２四半期連結累計期間及び第33期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第32期の潜在株

式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失であるた

め、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、事業に携わる主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　また、重要事象等は存在しておりません。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大は、当社グループの事業及び業績に影響を及ぼす可能性があり、今後の推

移を引き続き注視してまいります。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）における当社グループの事業環境は、世

界的な新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、世界規模で設備投資に慎重な姿勢が継続するなど厳しい状況と

なりました。一方、生産活動がいち早く回復した中国で自動化・省人化を目的とした設備投資が再開し、回復の兆

しもみられました。

用途別の売上高につきましては、前年同期比で、自動車やスマートフォン、家電などの生産自動化に使用される

産業用ロボット向けが減少したことに加え、その他一般産業機械向け、車載向け、サービスロボット向けなどが減

少しました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比18.0％減少の177億2百万円となりました。

損益面につきましては、このような厳しい事業環境に対応するため、徹底した経費管理によるコスト削減に取り

組んでまいりましたが、売上高の減少による影響を吸収するには至らず、営業損失は81百万円（前期は営業利益13

億83百万円）となりました。また、主に営業利益の減益に伴い、親会社株主に帰属する四半期純利益も前年同期比

58.8％減少の1億15百万円となりました。

なお、製品群別の売上高は、減速装置が前年同期比14.9％減少の138億99百万円、メカトロニクス製品が同27.5％

減少の38億3百万円で、売上高比率はそれぞれ、78.5％、21.5％となりました。

 

報告セグメントの業績は、以下のとおりであります。

 

（日本）

当社グループのお客様や代理店各社における在庫調整の影響を受けたことに加え、新型コロナウイルスの影響に

よる先行き不透明感の高まりや生産調整の影響により、産業用ロボット向けをはじめ、車載向け、その他一般産業

機械向けなどの需要が減少し、売上高は前年同期比10.0％減少の96億5百万円となりました。また、セグメント利益

（経常利益）は減収の影響や減価償却費の増加などにより、前年同期比22.1％減少の14億26百万円となりました。

 

（北米）

日本セグメントと同様にお客様における在庫調整の影響を受けたことに加え、新型コロナウイルスによるロック

ダウンの影響により、主にサービスロボット向けの需要が減少し、売上高は前年同期比25.6％減少の26億78百万円

となりました。また、セグメント利益（経常利益）は、減収の影響により、前年同期比75.5％減少の2億3百万円と

なりました。

 

（欧州）

日本セグメントと同様にお客様における在庫調整の影響を受けたことに加え、新型コロナウイルスの影響を受

け、市場全般で需要が低調に推移したことにより、主に産業用ロボット向け、その他一般産業機械向けの需要など

が減少し、売上高は前年同期比25.9％減少の54億19百万円となりました。また、減収の影響に加え、ハーモニッ

ク・ドライブ・エスイー株式取得時に計上した無形資産に係る償却費7億34百万円の負担により、2億24百万円のセ

グメント損失（経常損失）（前年同期はセグメント利益53百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比で51億41百万円増加（前連結会計年度末比4.0％増）

し、1,325億68百万円となりました。これは、保有する関係会社株式の時価が上昇したことにより、関係会社株式が42

億97百万円増加（前連結会計年度末比52.1％増）したことに加え、現金及び預金が41億44百万円増加（前連結会計年

度末比21.2％増）したことが主な要因です。

負債は、前連結会計年度末に比べて20億84百万円増加（前連結会計年度末比8.3％増）し、272億14百万円となりま

した。これは、繰延税金負債が12億75百万円増加（前連結会計年度末比13.7％増）したことに加え、支払手形及び買

掛金が4億80百万円増加（前連結会計年度末比32.6％増）したことが主な要因です。

純資産は、前連結会計年度末比で30億56百万円増加（前連結会計年度末比3.0％増）し、1,053億53百万円となりま

した。これは、期末配当を実施したことにより、利益剰余金が8億47百万円減少（前連結会計年度末比1.5％減）した

一方で、その他有価証券評価差額金が30億39百万円増加（前連結会計年度末比74.4％増）したことが主な要因です。

　　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の76.4％から75.7％になりました。

 
 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて39億87百万円増加し、

223億30百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による収入は61億32百万円となりました。（前年同期は87億56百万

円の収入）

これは、減価償却費を31億68百万円計上したことに加え、法人税等の還付が21億26百万円あったことが主な要因

です。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による支出は7億35百万円となりました。（前年同期は96億38百万円

の支出）

これは、有形固定資産の取得による支出が6億60百万円あったことが主な要因です。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による支出は13億85百万円となりました。（前年同期は35億22百万

円の収入）

　これは、配当金の支払いが9億62百万円あったことに加え、長期借入金の返済による支出が3億円あったことが主

な要因です。

 

 
(4) 事業及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

 
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は11億74百万円であります。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 356,400,000

計 356,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,315,400 96,315,400
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株であり
ます。

計 96,315,400 96,315,400 ― ―
 　
 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年９月30日 ― 96,315,400 ― 7,100,036 ― 9,697,431
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(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住　　　　　所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合
(％)

株式会社ＫＯＤＥＮホールディ
ングス

東京都大田区多摩川２丁目１３－２４ 33,490,700 34.79

ナブテスコ株式会社 東京都千代田区平河町２丁目７－９号 18,320,400 19.03

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT
（香港上海銀行東京支店　カス
トディ業務部）

ONE LINCOLN STREET,BOSTON MA USA 02111
（東京都中央区日本橋３丁目１１－１）

5,961,690 6.19

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 4,379,400 4.54

伊藤　典光 東京都港区 2,841,600 2.95

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 1,904,800 1.97

管理信託（A030)受託者　株式会
社SMBC信託銀行

東京都港区西新橋１丁目３－１ 1,856,800 1.92

伊藤　光昌 東京都港区 1,067,800 1.10

公益財団法人ハーモニック伊藤
財団

東京都品川区南大井６丁目２５－３ 1,000,000 1.03

 

伊藤　良昌
 

東京都世田谷区 810,000 0.84

計 ― 71,633,190 74.41
 

(注)　次の法人から、2020年６月５日に２社連名による6,241,800株の変更報告書が提出されていますが、2020年９月

30日現在における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」には含めて

いません。

１）キャピタル・リサーチ・アンド・マネージメント・カンパニー

　（Capital Research and Management Company）

２）キャピタル・インターナショナル株式会社
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 52,200
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける基準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

96,253,500
 

962,535 同上

単元未満株式
普通株式

9,700
 

― ―

発行済株式総数 96,315,400 ― ―

総株主の議決権 ― 962,535 ―
 

（注）証券保管振替機構名義の株式はありません。

 

② 【自己株式等】

　 2020年９月30日現在

 所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハーモニック・ド
ライブ・システムズ

東京都品川区南大井六丁目
25番３号

52,200 ― 52,200 0.05

計 ― 52,200 ― 52,200 0.05
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

          
 (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 19,554,409 23,699,140

  受取手形及び売掛金 7,245,980 7,673,485

  有価証券 16,260 19,387

  商品及び製品 1,153,655 976,895

  仕掛品 1,626,935 1,778,612

  原材料及び貯蔵品 2,975,104 3,028,918

  その他 3,438,103 999,309

  貸倒引当金 △21,991 △22,094

  流動資産合計 35,988,458 38,153,655

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 21,304,222 20,947,648

   機械装置及び運搬具（純額） 15,246,079 14,277,305

   その他（純額） 8,950,154 8,540,923

   有形固定資産合計 45,500,456 43,765,877

  無形固定資産   

   のれん 10,779,567 10,866,844

   ソフトウエア 377,521 323,352

   顧客関係資産 19,416,055 19,573,258

   技術資産 5,185,744 5,227,730

   その他 32,995 35,544

   無形固定資産合計 35,791,884 36,026,730

  投資その他の資産   

   投資有価証券 352,970 444,687

   関係会社株式 8,256,305 12,553,872

   退職給付に係る資産 984,306 1,004,065

   繰延税金資産 420,973 492,587

   その他 137,734 132,682

   貸倒引当金 △5,600 △5,600

   投資その他の資産合計 10,146,690 14,622,295

  固定資産合計 91,439,032 94,414,903

 資産合計 127,427,490 132,568,559
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 (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,472,758 1,953,559

  短期借入金 237,336 237,144

  1年内返済予定の長期借入金 734,707 886,260

  リース債務 293,502 303,094

  未払法人税等 128,791 331,700

  賞与引当金 634,691 562,203

  役員賞与引当金 96,055 68,894

  製品補償損失引当金 148,460 128,664

  その他 1,381,335 2,005,115

  流動負債合計 5,127,639 6,476,635

 固定負債   

  長期借入金 5,991,294 5,598,970

  リース債務 3,003,643 2,882,585

  繰延税金負債 9,278,394 10,553,630

  役員退職慰労引当金 509,560 495,106

  その他の引当金 124,869 123,020

  退職給付に係る負債 930,637 925,080

  その他 163,721 159,715

  固定負債合計 20,002,120 20,738,108

 負債合計 25,129,759 27,214,744

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,100,036 7,100,036

  資本剰余金 30,225,361 30,225,361

  利益剰余金 56,729,713 55,882,569

  自己株式 △38,280 △38,506

  株主資本合計 94,016,830 93,169,460

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,084,638 7,124,159

  為替換算調整勘定 △557,379 166,358

  退職給付に係る調整累計額 △135,821 △117,262

  その他の包括利益累計額合計 3,391,437 7,173,255

 新株予約権 625,511 625,511

 非支配株主持分 4,263,952 4,385,587

 純資産合計 102,297,730 105,353,815

負債純資産合計 127,427,490 132,568,559
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          
 (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 21,577,424 17,702,977

売上原価 14,165,102 12,198,062

売上総利益 7,412,322 5,504,915

販売費及び一般管理費 ※1  6,028,667 ※1  5,585,988

営業利益又は営業損失（△） 1,383,654 △81,073

営業外収益   

 受取利息 19,325 23,164

 受取配当金 119,276 135,216

 補助金収入 21,887 11,437

 その他 225,270 253,387

 営業外収益合計 385,760 423,206

営業外費用   

 支払利息 48,014 54,152

 売上割引 24,457 10,273

 持分法による投資損失 22,438 12,232

 為替差損 27,776 33,914

 その他 33,526 14,605

 営業外費用合計 156,214 125,178

経常利益 1,613,200 216,954

特別利益   

 固定資産売却益 10,544 －

 補助金収入 60,410 －

 特別利益合計 70,954 －

特別損失   

 固定資産売却損 517 －

 固定資産除却損 9,734 5,024

 固定資産圧縮損 60,410 －

 特別退職金 14,517 169,034

 役員退職特別加算金 － 37,040

 特別損失合計 85,180 211,099

税金等調整前四半期純利益 1,598,974 5,854

法人税、住民税及び事業税 425,015 301,827

法人税等調整額 574,278 △433,074

法人税等合計 999,293 △131,247

四半期純利益 599,680 137,102

非支配株主に帰属する四半期純利益 319,251 21,614

親会社株主に帰属する四半期純利益 280,429 115,487
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          
 (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 599,680 137,102

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 295,170 3,039,520

 為替換算調整勘定 △2,148,204 810,117

 退職給付に係る調整額 11,613 22,875

 その他の包括利益合計 △1,841,420 3,872,513

四半期包括利益 △1,241,739 4,009,615

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,139,752 3,897,305

 非支配株主に係る四半期包括利益 △101,987 112,309
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

          
 (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,598,974 5,854

 減価償却費 3,313,336 3,168,626

 のれん償却額 322,005 321,687

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,934 389

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △15,828 △14,524

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 23,607 △14,454

 執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,198 △1,848

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △453,447 △25,619

 製品補償損失引当金の増減額（△は減少） △121,942 △19,144

 受取利息 △19,325 △23,164

 受取配当金 △119,276 △135,216

 支払利息 48,014 54,152

 持分法による投資損益（△は益） 22,438 12,232

 補助金収入 △60,410 －

 固定資産売却損益（△は益） △10,026 －

 固定資産除却損 9,734 5,024

 固定資産圧縮損 60,410 －

 売上債権の増減額（△は増加） 8,392,107 △460,887

 たな卸資産の増減額（△は増加） 301,481 △84,138

 仕入債務の増減額（△は減少） △787,186 507,877

 その他 △936,691 828,419

 小計 11,589,110 4,125,266

 利息及び配当金の受取額 138,561 158,350

 補助金の受取額 60,410 －

 利息の支払額 △45,317 △51,965

 法人税等の支払額 △2,986,565 △226,243

 法人税等の還付額 412 2,126,911

 営業活動によるキャッシュ・フロー 8,756,611 6,132,318

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △9,563,152 △660,654

 有形固定資産の売却による収入 11,907 126,585

 無形固定資産の取得による支出 △21,929 △24,183

 定期預金の預入による支出 △75,734 △193,460

 定期預金の払戻による収入 － 17,980

 敷金及び保証金の差入による支出 △3,239 △3,045

 敷金及び保証金の回収による収入 13,508 2,367

 短期貸付金の回収による収入 － 85

 その他 169 △1,523

 投資活動によるキャッシュ・フロー △9,638,469 △735,848
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 (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 42,432 400,000

 短期借入金の返済による支出 △30,298 △400,000

 長期借入れによる収入 5,000,000 60,000

 長期借入金の返済による支出 △198,315 △300,771

 自己株式の取得による支出 － △225

 リース債務の返済による支出 △121,879 △152,656

 配当金の支払額 △1,828,132 △962,799

 非支配株主からの払込みによる収入 780,978 －

 非支配株主への配当金の支払額 △122,405 △29,295

 財務活動によるキャッシュ・フロー 3,522,379 △1,385,748

現金及び現金同等物に係る換算差額 △50,031 △22,724

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,590,489 3,987,997

現金及び現金同等物の期首残高 17,600,386 18,342,443

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  20,190,875 ※1  22,330,440
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

 
(追加情報)

新型コロナウイルス感染症の影響は不確実性が大きく今後の当社業績に与える影響を合理的に見通すことは困難な

ことから、当第２四半期連結会計期間末時点において入手可能な情報にもとづき、繰延税金資産の回収可能性等の会

計上の見積もりを行っております。なお、前事業年度の有価証券報告書に記載した内容から、重要な変更はありませ

ん。

 
 
(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目と金額は次の通りであります。

   (単位：千円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年９月30日)

給与手当 1,283,874  1,045,099

賞与引当金繰入額 225,367  158,588

役員賞与引当金繰入額 △2,999  16,867

退職給付費用 51,805  63,212

役員退職慰労引当金繰入額 38,476  27,655

執行役員退職慰労引当金
繰入額

26,732  11,021

研究開発費 1,155,659  1,164,335

減価償却費 1,001,867  1,161,914
 

　

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

   (単位：千円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 21,441,358  23,699,140

短期有価証券
（３ヶ月以内満期）

16,197  19,387

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △1,266,680  △1,388,087

現金及び現金同等物 20,190,875  22,330,440
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 1,829,000 19 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月12日
取締役会

普通株式 962,631 10 2019年９月30日 2019年12月９日 利益剰余金
 

 
 
当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日
定時株主総会

普通株式 962,631 10 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月11日
取締役会

普通株式 962,631 10 2020年９月30日 2020年12月７日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額日本 北米 欧州 計

売上高       

  外部顧客への売上高 10,667,304 3,599,029 7,311,090 21,577,424 － 21,577,424

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,551,327 11,867 98,952 1,662,147 △1,662,147 －

計 12,218,631 3,610,897 7,410,043 23,239,571 △1,662,147 21,577,424

セグメント利益 1,831,609 831,567 53,683 2,716,860 △1,103,660 1,613,200
 

(注) １. セグメント利益の調整額 △1,103,660千円には、セグメント間取引消去△171,488千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△932,171千円が含まれております。全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総

務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２.「日本」には、日本国内向けのほか、欧州、アジア地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３．日本地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める中国の売上高2,365,599千円が、北

米地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高3,116,106千円が、欧州

地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占めるドイツの売上高2,925,848千円が含まれ

ております。

４. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額日本 北米 欧州 計

売上高       

  外部顧客への売上高 9,605,564 2,678,260 5,419,152 17,702,977 － 17,702,977

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,266,706 2,996 20,484 1,290,186 △1,290,186 －

計 10,872,270 2,681,257 5,439,636 18,993,164 △1,290,186 17,702,977

セグメント利益又は損失(△) 1,426,513 203,716 △224,930 1,405,299 △1,188,345 216,954
 

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額 △1,188,345千円には、セグメント間取引消去△241,032千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△947,312千円が含まれております。全社費用は、基礎的試験研究

費、当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２.「日本」には、日本国内向けのほか、欧州、アジア地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３．北米地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高2,284,140千円が、欧

州地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占めるドイツの売上高1,941,441千円が含ま

れております。

４. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2円91銭 1円20銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 280,429 115,487

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

280,429 115,487

    普通株式の期中平均株式数(株) 96,263,175 96,263,130
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第33期(2020年４月１日から2021年３月31日まで)中間配当について、2020年11月11日開催の取締役会において、

2020年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                               962,631千円

② １株当たりの金額                                  10円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　2020年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

2020年11月12日

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

取締役会 御中

　

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

　東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 千　　葉  達  哉  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハーモ

ニック・ドライブ・システムズの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（2020年７月１日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ及び連結子会社の

2020年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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